
1  はじめに

　日本における考古学の始まりは、一般的にE・S・

モース（1）による大森貝塚の発掘だとされ、「近代科

学としての日本考古学の出発にふさわしい」（大塚・

戸沢・佐原編『日本考古学を学ぶ（1）』1988 有斐閣: 

57頁）とされている。しかし、国学や本草学が盛行

していた時代には、趣味や研究の 1つとして石器や

勾玉などの古器物を集め、研究・考察結果を論文と

して書き遺した人物が多数存在していた。そのよう

な人物たちは、現代において考古学の先駆者として

評価されており、研究も多くなされている（2）。江戸

時代に考古学が学問的に成熟したわけではないが、

学問の隆興と好古思想の流行から多くの学者が古い

事柄を考える取り組みを行い、それらの人々はしば

しば「好古家」と呼称される。具体的な好古家の例を

挙げると、福岡藩の好古家として有名なのが青柳種

信である（3）。彼の考古学的業績としてもっともよく

知られているのがその著作『柳園古器略考』である。

これは、1822（文政 5）年に怡土郡三雲村（4）で偶然発

見された、甕棺と同時に出土した銅剣・銅戈・鏡・

銅矛・勾玉・管玉・ガラス璧について記録・考証し

たもので、その図版の正確さ（5）や考証の精緻さで高

く評価されている。

　そのような人物たちに個人的に興味を持ち、好古

家として著名な伊藤圭介と彼が所属していた本草家
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の活動に興味を持った。彼が主催し自宅で行ってい

た博物会には石器や古器物の出品が多い（磯野 

2001）という情報を手に入れ、幸いにも国立国会図

書館デジタルコレクション（http://dl.ndl.go.jp/）でその

博物会の目録を閲覧することができた。雀巣庵は『虫

譜』『貝譜』『魚譜』などの自然科学分野に関する名著

を遺したことで名高いが、本稿では『尾張名古屋博

物会目録』という史料を通して、雀巣庵を考古学の

先駆者として再評価したい。

2  雀巣庵とその周辺

　雀巣庵は、江戸時代後期の本草学者である。吉田

高憲、通称平九郎（代々世襲）、幼名は世良太郎、字

は字岳、号は雀巣庵また藪月と称した。1805（文化 2）

年、尾張藩士・吉田平九郎の長男として生まれ、父

の没後馬廻組、のちに寄合組となり、禄は百石であっ

た。住所は尾張広井三蔵であり、納屋橋南・堀川東

岸にあった尾張藩の蔵の近くであった。広井三蔵は

『尾張名所図会』（図 1）からも分かるように人の行き

来が盛んな場所であったと思われる。博物を好み、

水谷豊文に師事して動植物を研究した。実際に彼の

研究の拠り所は自然物であり、『虫譜』『魚譜』『介譜』

『蜻蛉譜』をはじめとした自然物に関する名著を多く

遺している。1859（安政 6）年 8月24日、当時流行し

たコレラに倒れ、54歳の若さで急逝した。墓所は雀

巣庵が虫の霊を供養していたといわれる 七
ななつ

寺
でら

（6）で

ある。雀巣庵没翌年には同寺で雀巣庵追薦博物会が

行われた。

　彼が生きていた時代の尾張では、本草家たちが盛

んに活動を行っていた。尾張本草学の名を高めたの

は水谷豊文・伊藤圭介を中心とするグループ、嘗百

社である。嘗百社は当初水谷豊文・石黒済菴・伊藤

瑞三・大窪太兵衛・大河内存真などが「七の日」に会

合を開いていたものが、文政のころになると吉田雀
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図１　『尾張名所図会』より広井三蔵の様子を描いたもの（愛知県図書館貴重和本デジタルライブラリーより）

図２　『尾張名所図会』より「医学館薬品会」（愛知県図書館貴重和本デジタルライブラリーより）

考古学の先駆者としての吉田雀巣庵―『尾張名古屋博物会目録』を通して（鬼束　芽依）42



巣庵・大窪昌章・伊藤圭介・神谷三園らが加わり成

立していったといわれる。嘗百社のなかでも伊藤圭

介・水谷豊文・大河内存真らは、1826（文政9）年の

シーボルトの江戸参府の際、熱田宿にて学術上の知

識を交換した経験もあり（杉本勲『伊藤圭介』 31頁 

人物叢書 4  JapanKnowledge版（7））、西洋の知識も

取り込んでいたと考えられる。雀巣庵らが加わって

からは本草会が行われるようになり、基本的に伊藤

圭介の自宅や別邸で開催されていた。尾張では嘗百

社の博物会以外に医学館というもう一つの学術グ

ループが存在していた。医学館が開催した医学館薬

品会は様々な土地からありとあらゆる珍しいモノを

集め公開し、『尾張名所図会』にもその様子が描かれ

ているほど（図 2）大変多くの見物人で賑った。1833

（天保 4）年の医学館薬品会には嘗百社のメンバーか

ら大河内存真・水谷義三郎・大窪舒三郎・吉田平九

郎・伊藤圭介らが出品しており、双方の交流があっ

たことがうかがえる。

3  雀巣庵博物会について

　国立国会図書館蔵『尾張名古屋博物会目録』は、雀

巣庵が個人的に開催した博物会「雀巣庵博物会」の目

録である。1837（天保 8）年から1859（安政 6）年まで

毎年 1月25日に計20回（8）開催された。開催場所は彼

の自宅で、 1月25日を研究会、26日と27日を博物会

として公開していた。出品された品は、舶来工芸品・

薬草・鉱石・古器物・国札・書籍・動物・魚類・化

石など多岐にわたった。なかでも、古器物は古瓦を

主としてほぼ毎回出品されていた。なお、本稿にお

ける「古器物」とは、古瓦・勾玉・土器・石器・古鏡

など近代的考古学の範疇で遺物と認められるものを

指す。

1 ）�国立国会図書館蔵『尾張名古屋博物会目録』につ

いて

　この目録は写本で、全 5冊である。すべての冊子

に「伊藤篤太郎記」と押印されている（図 3）。 1冊目

は第一回～第三回、 2冊目は第四回～第七回、 3冊

目は第八回～第十一回、 4冊目は第十二回～第十四

回、 5冊目は第十五回～第二十回の目録が写されて

いる。基本的には、各回の目録と出品物の図または

拓本（写しカ）が一組になって構成されているが、第

一 回博物会は目録の本文のみ、第十九回博物会は

図のみで構成されている。図の順番は目録の順番と

必ずしも一致していない。

　同様の史料は、雀巣庵博物会の目録を写した国立

国会図書館蔵の写本『博物会目録』（9）が現存している

が、この史料は第十八回から二十回までの内容を欠

いている。雀巣庵の遺著遺物等は散逸しているため

（吉川 1951: 32頁）『尾張名古屋博物会目録』および

『博物会目録』の原本となる目録の詳細は現在のとこ

ろ分かっていない。

2 ）各回の概要

　目録から読みとれる各回の概要について、以下に

まとめる。なお、各回における総点数は目録に表記

されている出品物の数であり、実際の出品数とは大

幅に違っている可能性がある。

・第一回　天保 8（1837）年

　煙管・扇・簪・その他舶来工芸品を中心に計101

点出品されている。それぞれ、中華・西洋・琉球・

蝦夷・カラフトのものであることが品名の右上に明

記されている。図は付属していない。

・第二回　天保 9（1838）年

　金物・小判・壺・古鏡・古瓦・不詳物・引札など

を中心に計323点出品されている。製年や由来が品

名の右上または隣に記されているものもある。図は

計78点描かれており、小判や分金の図が12点、鏡の

拓本を写したと思われる物が14点ある。勾玉・金環

銀環の図も見られ、古器物への関心の高さがうかが

える。注目すべきは、銘帯連弧紋鏡と思われる図（図

4）である。この図は原本の拓本を写したものと思

われ、細部は書かれていない。しかし、角ばったゴ

シック体様の碑文・連弧紋などが佐賀県三津永田石

蓋甕棺墓出土の銘帯連弧紋鏡（図 5 : 車崎編 2002: 56

頁 図56-10）と類似している。同様の鏡は主に北部

九州の甕棺から出土しており、最小の例で約 5㎝～

最大でも約 9㎝と小さいことが特徴である。この図

は約8.3㎝の大きさで描かれているため、仮に原寸

に近い大きさで書かれていた場合には大きさもほぼ
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図３ 『尾張名古屋博物会目録』第一巻表紙。「伊藤篤太郎記」の押印（右: 拡大図）がある。（国立国会図書館デジタルコレクションより）

図４（左）  『尾張名古屋博物会目録』第一巻、第二回の図版より、銘帯連弧紋鏡の拓本を写し取ったと思われる図（S=1/2)（国立国会図書館デジタルコレクショ
ンより）

図５（右） 佐賀県三津永田石蓋甕棺墓出土の漢鏡（S=1/2)（車崎正彦編 『鏡』 2002: 56頁，図56−10）
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一致する。

・第三回 天保10（1839）年

　古枡（10）・勾玉壺（11）・高麗狗・古経・人形など計

175点が出品されている。中でも勾玉壺というもの

が有斐軒（12）から11点出品されている。勾玉壺とは、

主として勾玉・管玉・臼玉などを伴って出土した土

器のことを指し、木内石亭『曲玉問答』にもその説明

と図が記載されている。水谷は堀陶器という名称の

品も出品していて、中には「江州野州郡三上山雌山

ノ山石屋ヨリ出」と由来が書かれているものもあり

興味深い。図は計37点あり、軒丸瓦の拓本や煙管な

どがみられる。

・第四回 天保11（1840）年

　石英・ほか鉱物類・笛・根付・動植物・古瓦・人

形など計227点が出品されている。石英など鉱物類

が出品物の約半数を占めている。また、水谷義三郎

が雑品として計49点出品している。図は計12点あり、

鏡や刀銭のようなものがみられる。

・第五回 天保12（1841）年

　化石・動植物・薬草・瓦など計199点出品されて

いる。特に紫山堂は20点、水谷義三郎は21点、雀巣

庵は27点、それぞれ化石・動物・貝や甲殻類など自

然物を中心とした品を出品している。図においても、

化石や動物の図が丁寧に描かれており、とりわけ極

楽鳥については絵と共に解説が書かれている（13）。

図は計32点で、軒丸瓦の拓本が数点みられる。

・第六回 天保13（1842）年

　古銭・人形・動植物・化石・虫など計177点が出

品されている。伊藤圭介や、紫山堂、水谷義三郎、

雀巣庵らが自然物を積極的に出品していたが、「加

藤氏」という人物（14）が勾玉壺・古瓦、雀巣庵が勾玉

をそれぞれ出品している。図は計23点あるが、この

回に特徴的なのが熱田宮の古瓦を中心とした軒丸瓦

や軒平瓦の拓本が約 3分の 1を占めていることであ

る。目録だけを読む限りでは、古瓦の存在はそれほ

ど目立たないために興味深い。

・第七回 天保14（1843）年

　出品数は91点と少なめで、鉱物・植物・薬草など

が目立つ。古器物については古鏡が 1点のみである。

図についても同様で計20点のうち植物や水晶などの

図が目立つ。特に虫については非常に丁寧に描かれ

ている。また、ほぼすべての図に名称や寸法が記載

されている。

・第八回 弘化元（1844）年

　古器物・薬草・鉱物など計129点が出品されてい

る。古器物は勾玉・管玉・臼玉などである。図は計

19点で、分金や嘉永通宝などの銭類・文鎮・煙管・

貝などが描かれている。

・第九回 弘化 2（1845）年

　枕・貝類・煙管・鉱物・古枡・植物・勾玉壺など

計124点が出品されている。特に貝は様々な出品者

から出品されており、図にも丁寧に描かれている。

古器物に関しては「矢田村掘得タリ」と併記している

勾玉壺や、古瀬戸の猪口があった。また、不詳器物

という品が水谷義三郎や雀巣庵などから出品されて

いる。どのような器物であったかは図に認められな

いため不明である。図は貝・古枡・柄鏡など計11点

ある。

・第十回 弘化 3（1846）年

　鉱物・化石・動植物・證文など計180点出品され

ている。この回では、出品物の中で自然物の割合が

高い。紫山堂、浅井正贇から化石や珍しい鉱物が多

数出品されている。また雀巣庵は鉱物や貝類、勾玉

壺を出品しているが、目立っているのが鳥類の卵で

ある。文鳥や鳩などの鳥類の卵を16点出品しており、

これまでの博物会にない独特のラインナップとなっ

ている。図にも魚や鳥が丁寧に模写されており、特

に鳥の図は嘴に色を塗っている。これまでの図には

着色はみられなかった。

・第十一回 弘化 4（1847）年

　鉱物・貝類・魚類・昆虫類・植物・古枡など計

243点が出品されている。雀巣庵も前年度と同様に

自然物を中心に出品している。図も自然物・銭類・

古枡など計22点あるが、その中でも顕微鏡のような

図が 1点あり興味深い。アイナメについては説明文

も添えられている（15）。

・第十二回 嘉永 3（1850）年

　古瓦・古文書・鉱物・動物・魚類など計179点が
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出品されている。古文書は『古写経紙』、『続日本記

紙』や『東大寺反故』など24点出品されていて、この

回で一番目立つ。古器物に関しては、勾玉壺・古瓦

などが数点みられる。雀巣庵は貝類などに加えてア

ヒル・コガモ・マガモなど鳥類も出品している。図

は魚類、銭類、古瓦など計20点ある。クリノマユ（16）・

ウズラ貝肉（17）・ヲシクサエビ（18）・ウミねスミ（19）・サ

ンシヤウウホ（20）には説明文が伴う。注目すべきは

「筑前裏粕屋郡薬王寺村 薬王寺古瓦」と記された古

瓦の拓本（図 6）である。この拓本は表裏採られてお

り、「裏」側には布目も認められる。薬王寺とは現在

福岡県古賀市にある薬王寺廃寺の可能性が高い。報

告書によれば、薬王寺廃寺は 9世紀前半から12世紀

初頭に成立しており、発掘調査の際には多量の瓦が

出土している。報告書に掲載されている平瓦には格

子目の叩きが施されていることが特徴であったが、

この図では特に表現されていない。また、上述した

青柳種信が『筑前國続風土記拾遺』において、薬王寺

村の項で「薬王寺址」として取り上げており（青柳種

信著・福岡古文書を読む会校訂『筑前國続風土記拾

遺（下）』1993年 文献出版: 158頁）、江戸時代には古

瓦が出土することで有名だったようだ。筑前から尾

張までの流通ルートや双方の本草家の学術的交流な

ど気になる点も多いが、ここでは紹介だけに留めて

おきたい。

・第十三回 嘉永 4（1851）年

　扇・カルタ・人形などの工芸品や、鉱物・薬草・

魚類など計197点出品されている。古器物は、大窪

安治から古鏡、古瓦、林から「古製ノ鏃」などが出品

されている。図は計19点あり、器物は茶色く着色さ

れている。図中に「三池住貞次」と書かれているカル

タが描かれているが、最古の国産カルタと言われて

いる天正カルタと特徴が一致しており、興味深い。

そのほか、鳥や器物などが丁寧に模写され、柄鏡、

軒丸瓦の拓本もある。

・第十四回 嘉永 5（1852）年

　木像・煙管・絵図などの工芸品や、化石・鉱物・

動物・魚類・貝類などの自然物、古瓦などの古器物

計134点が出品されている。図は計24点ある。出品

物に特徴はないが、図は約半数が煙管で成り立って

いる。装飾部分まで丁寧に描かれており、関心の高

さが伺える。他にも、軒丸瓦や鏡の図もある。その

中でも内行花文鏡の図（図 7）に関して検討したい。

国内で出土している鏡の中から、この図に描かれて

いる内行花文鏡と類似する例を探すと、奈良県のマ

エ塚古墳出土の内行花文鏡（図 8 : 車崎編 2002: 234

頁 図234-2）が挙げられる。こちらも、図 4同様に

細部まで描かれていないため明細な検討はできない

が、模様の特徴がところどころ一致している。約17

㎝の大きさで描かれており、原寸に近い大きさで描

かれていた場合には、マエ塚古墳出土の鏡（17.6㎝）

と大きさもほぼ一致する。

・第十五回 嘉永 6（1853）年

　絵図・写本・人形などの工芸品や、鉱物・貝類・

魚類などの自然物、古瓦などの古器物計215点が出

品されている。注目すべきは、「加藤氏」から、東大

寺・国分寺・熱田宮をはじめとした古瓦が多数出品

されていることだ。名古屋周辺だけでなく京都や奈

良の寺の古瓦も多い。図は計48点あるが、そのうち

36点が古瓦の拓本である。軒丸瓦や軒平瓦などの特

徴面をうまく捉えるように拓本が取ってあり、関心

の高さがうかがえる。また、銅鐸のような形をした

器物も 1点図化されており、興味深い。

・第十六回 嘉永 7（1854）年

　絵図や面などの工芸品、鉱物など計49点出品され

ている。古器物に関しては、雀巣庵から雷斧が 1点

出品されている。雷斧とは石斧のことであり、石器

などの遺物が人工のものとして捉えられていない時

代の呼称である。石器・石斧・石棒などの遺物は、

早い時代から発見されており、古くは『続日本後紀 

巻八』に記録されている。それらの遺物は雷雨など

の際に発見されたことから天から降ってきたものだ

と捉えられ、その神秘的な捉え方は江戸時代までな

がく伝承されてきた。また、種杏園（21）が土製の勾玉・

管玉・臼玉を出品している。図は計 8点あるが、う

ち 6点は古枡を描いたものである。

・第十七回 安政3（1856）年

　虫や魚介類・大根・鉱物などの自然物、写本や春
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図６ 『尾張名古屋博物会目録』第四巻、第十二回の図版より、四王寺古瓦と題された図（S=1/1）（国立国会図書館デジタルコレクションより）

図７（左） 『尾張名古屋博物会目録』第四巻、第十四回の図版より、内行花文鏡を写し取ったと思われる図（S=1/4)（国立国会図書館デジタルコレクションより）
図８（右） 奈良県マエ塚古墳出土の内行花文鏡（S=1/4)（車崎正彦編 『鏡』 2002: 234頁，図234−2）
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画など計75点出品されている。この回ではアメリカ

の噛み煙草や、ロシアの旗印・刀など、これまでに

出品されていなかった国からの舶来品が出品されて

いて、正式に通商が開始される安政 5（1858）年以前

からアメリカやロシアの工芸品が流通していたこと

がうかがえる。図は壺や平戸焼の陶器が中心で、寸

法が併記されている。また、兵粮銭には説明（22）が

併記されている。

・第十八回 安政 4（1857）年

　鉱物・貝類・魚類などの自然物や、藩札・枡・人

形などの工芸品計63点が出品されている。国札は、

岡山・福山・松山・徳島など現在の中国・四国地方

を主としている。図は計10点あり、人形や鉱物・小

銭などである。

・第十九回 安政 5（1858）年

　この回には本文がなく図のみであるため、総出品

数は不明である。図は計14点あり、「奇物」と称した

人形のようなものには説明文（23）が併記されている。

そのほか、清の煙管や枡などが描かれている。

・第二十回 安政 6（1859）年

　春画や絵図・羽子板などの工芸品、鉱物・動物な

どの自然物計76点が出品されている。図は計12点あ

り、それぞれの図に品名が併記されている。古い鈴

や朱塗りの器など丁寧に描かれている。中には蝦夷

製の「トンコロリン」という楽器が描かれているが、

これはアイヌ民族の間で演奏される「トンコリ」とい

う楽器であると思われる。また、陽石も 1点描かれ

ている。

3 ）『尾張名古屋博物会目録』全体を通して

　第一回から第三回までは舶来品の工芸品や古器物

が中心であり、自然物の割合は低かった。しかし、

第四回からは毎回 3分の 1 ～半数程度を自然物が

占めるようになる。鉱物・漢方薬の原料となる薬

草・虫・貝・魚・鳥など、出品物の種類は多岐に

渡った。古器物に限定すれば、一番多かったものは

古瓦である。雀巣庵邸からほど近い熱田宮のものか

ら、奈良・京都・さらには筑前のものまで、西日本

を中心として収集され、博物会に出品されていた。

また、ほとんどの瓦は拓本が取られているようだ。

拓本はしっかりと特徴を捉えた取り方をしていて、

技術だけでなく関心の高さもうかがえる。古瓦以外

で言えば、勾玉壺などの土器・図 4に挙げた銘帯連

弧紋鏡などの鏡・勾玉・石器も頻出していた。以上

の古器物は出土地や由来・出土状況を伴っているも

のが多く、目録からも関心の高さや古器物へのこだ

わりが伺える。彼らにとって珍しいモノはなんでも

議論の対象であっただろうが、目録を通して見てみ

ると、古器物に重点が置かれていたと示唆されると

ころがたびたび見受けられるのである。

4 ．おわりに

　雀巣庵博物会において注目すべきは、やはりほぼ

すべての回に古瓦・土器・古鏡をはじめとした古器

物が出品されていることである。雀巣庵とその周り

の本草家たちが集まる博物会で、毎年古器物を持ち

寄り、多くの拓本や図を後世に遺した。全体を通し

て見ると必ずしも古器物だけに重点が置かれていた

訳ではないが、他の博物会・本草会などと比較すれ

ば明白な特質を持っていることがわかる。この博物

会の主催者である雀巣庵は、上述のように自然科学

分野の先駆者として著名であるが、好古家としての

一面も注目されるべきである。つまりこのような博

物会を主催し、遺物の拓本を遺した雀巣庵はまさに

考古学の先駆者の一人と評価できる。

　この博物会に関しては、出品物の入手過程、例え

ば第十二回で出品されていた薬王寺古瓦の入手ルー

トや、背景にある出品者の詳細―例えば第十五回で

奈良や京都の寺の古瓦を持ち寄っていた「加藤氏」の

詳細など、大いに検討の余地がある。また、雀巣庵

の遺著・遺品が散逸している事実もあり、未発見の

史料が存在する可能性も否定できない。

　雀巣庵のような好古家たちは、ただひたすら「モ

ノ」に情熱を注ぎ、考察し、議論し、それらを後世

に遺していった。彼らの「モノ」への解釈は、現代の

視点からすれば間違いや稚拙な面も多いが、現在考

古学を学ぶ我々が見習うべき姿勢も多い。また、こ

のような好古家を含めた博物学者たちの活動が基盤

となって明治時代以降の古器旧物保存・博物館創設
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などが成り立っていった歴史を顧みれば、彼らは博

物館活動の基礎を創り上げた人々とも評価できる。

今後、雀巣庵および他の近世の学者たちの好古家的

一面がよりいっそう明らかになることを期待した

い。
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